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看護婦の自己開示度, 孤独度の職務満足度へ 影響




富山県内に就労する看護婦146名を対象に , 看護婦の職務満足度と自己開示度お よび孤 独度と
の関係に つ い て調べた . 測定用具は尾崎の職務満足度ス ケ ー ル , 小 口 のオ ー プナ ー ス ケ ー ル , 工
藤らの孤独感尺度を用いた . その結果, 婦長群の ｢ なごませ｣ 因子の得点は看護婦群よりも高か っ
た . また , 職務満足度の ｢給与｣ ｢地位｣ ｢ 看護管理｣の因子において は, 婦長群が看護婦群 よ
りも有意に得点が高か っ た . 自己開示度と職務満足度との関係を職階別にみると, 看護婦群 にお
いて , ｢ なごませ｣ 因子と ｢看護婦間の相互作用｣ との間に有意な正の相関があ っ た . 経験年数
別で は, 3年未満の群で自己開示度合計と ｢地位｣ との間に有意な正の相関があ っ た. 学歴別で
は , 専修学校群におい て , ｢ なごませ｣ 因子と ｢地位｣ との間に有意な正の相関が あ っ た . 婚姻
別で は, 未婚群の自己開示度合計と ｢地位｣ との間に正の有意な相関があ っ た. 一 方 , 婚姻別 に
看護婦の職務満足度と孤独度との関係をみると,. 既婚群の孤独度と ｢地位｣ との間に有意な負の
相関があ っ た .
以上の結果か ら, 看護婦 の職務満足度は自己開示度, 孤独度に影響することが示唆された .




多くのス ト レス 下のもとで働い てい るが, その対
処行動が適切で ない と身体, 精神的疲弊に より職
務満足度の低下や勤労意欲の低下が生 じることが
明らか とな っ てきた1) . ス ト レ ッ サ ー のなかでも
特に対人関係の善し悪しは職務満足度に大きな影
響を与えて い る ことが報告されて いる2) . 集団社





因研究と状況要因研究に 2分されると して いる.
特性要因か らは社会文化的差異が自己開示の量に
影響をおよぼし, 状況要因か らは, 一 方が自己開
示した程度に応 じて , もう 一 方も自己開示すると





質を反映し, また, それを規定す る重要な変数と
捉え, 対人関係の形成や発展を考 える上で重要な
概念であり, 自己開示が対人関係 を促進する側面
をもつ ことを示唆している｡ これ らの研究は自己
開示の個人差に つ い ては研究され てはい るが, 個
人の特性 につ いては研究はされて い ない. 状況要
因か ら考えると , 自己開示の相互作用は対人関係
を良好 なものにすることが予測され , また , 対人
関係の善し悪 しは職務満足度 に影響する こ とか
ら2) , 自己開示の高い 人は職務満足度が高 い こと
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が予測される. 一 方 , 孤独とはPepla uら
6)
, に
よれば, 人間関係のなか でわれわれが こうありた
いと願望がある時, その願望が十分に満たされな
か っ たり逆に心理的な満足感 を低下させるような
結果が生 じたときに感ずる感情の 一 つ で あると定
義 してい る. 西川等の研究7)に よれば, 孤独度の
高い 群は孤独度の低い群 に比 べ て, 気軽に語 り合
える友人が少ない , 人と行動をともにする ことが
少ない , 仲間の集まりに誘われる ことが少 ない ,
人か ら相談を受けることが少ない, 自分の気持ち
が相手 に通 じないという社会的行動が指摘されて
おり, 自己開示との関連性が あると考え られる .
した が っ て, 孤独感 は対人関係 より生 じる ことか
ら. 孤独度の強い人 はど対人関係能力が低く , そ
の こ とが結果的に職務満足度を低下させると考え
られる.





調査対象 : 富山県下の国公立病院 (500床 - 700床
の規模) に勤務する146名の看護婦を無作為 に抽
出し, 対象とした. 調査 内容は, 看護婦の職務満
足度と自己開示度および孤独度との関係を職階別,
経験年数別 , 学歴別, 婚姻別 , 就労理由別に調べ
た. 研究のための測定用具は, 次の3 つ の尺度を
用い た . 職務満足度の測定には , 尾崎 ら8 )が 日本
版に したSta m ps
9) のJob Satisfa ctio n Se aleを
用い た. この質問紙は ｢給与｣ ｢地位｣, ｢医師一
着護婦関係｣ ｢看護管理｣ ｢自律度｣ ｢看護業務｣,
｢ 看護婦間の相互作用｣ の 7 つ の下位概念 よ りな
る (本研究でのCr o nba ch のα 係数は, 0.6856で
あ っ た) . 自己開示の測定に は, Mille rら
2)が開
発 し, 小 口 3) が 日本版化したオ - ブナ ー ス ケ ー ル
を使用 した ( 本研究で のCro nba ch のα 係数は ,
0.7273であ っ た) . この尺度は自己開示 の受けや
すさの個人差を測定する尺度で , ｢ なごませ｣ 因
子と ｢共感｣ 因子の2 つ の下位尺度か らなる
. 質
問項 目は全部で10項 目で , ｢ まっ たく 当てはま ら
ない｣ か ら ｢非常に当て はまる｣ まで の5段階の
リ ッ カ ー トタイ プとな っ ている. 孤独度の測定に
は, Ru s s elらに よ っ て作成 された孤独感尺度 を
工藤ら7) の日本版を用いた (本研究でのCr o nba ch
の α 係数は0.8586で あ っ た) . 調査方法は, 調査
対象者である看護婦に調査表と秘密厳守の文書を
送付 し, 10日後に回収した .
調査期間 : 平成9年 3月 1日 - 10日 (10日間) .
デ ー タの解析, 信頼性係 数の算出にはSPSSを使
用した.
結 果
調査対象 の属性 は, 平均年齢31.42±8.69才 ,
看護婦経験年数11.06±8.38年で あ っ た. 職階別
では婦長19名 , 看護婦127名, 経験年数別で は , 3
年未満13名, 3年以上5年未満22名, 5年以上111名,
学歴別で は専修学校卒136各 短大卒10名 , 婚姻
別では未婚27名 . 既婚119名 . 就業理由別で は.
生きが い27名, 生計77名 , 帰属18名, その他24名
であ っ た.
Tablel には看護婦全体の独立変数別 の自己開
示と孤独度との平均値と標準偏差 を示 した . 職階





務満足度の平均値と標準偏差 を示 した. 職階別に
みると, 婦長群 の職務満足度構成要素 ｢給与｣ の
24
,68, ｢ 地位｣ の37.79, ｢看護管理｣ の34.95 は
看護婦群のそれぞれの得点18.91, 29.56, 26.76と
比較 して, 1% 有意水準で高か っ た . 婚姻別にみ
ると, 未婚群の職務満足度の構成要素 ｢地位｣ の
34.ll, ｢ 看護管理｣ の31.70, ｢ 自律度｣の17.33
は既婚群のそれぞれの得点29.84, 26.95, 15.23 に
比較 して , 1% 有意水準で高い 値を示 した . 就業
理由に つ い てみ ると, 一 元配 置分散分析の結果 ,
職務満足度の構成要素 ｢給与｣ の22.56は生計群
の18.09と比較して (F -3.767, p <0.05) , ｢ 地
位｣ の34.1は生計群 の29.60とその他の群 の29. 54
と比較 して (F - 5.652, p<0.01) , ｢ 看護管理｣
の31･70は生計群の25.84と比較 して (F - 6.210,
p<0.01) , ｢ 自律度｣ の17.33は生計群の15.09と
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Tablel The ave rage andsta nda rd deviatio nofthe
c o mponentsinthe opne ｢ s c ale a ndtheloneline ss scale
N=146
Lnadr%pbie?de nt n Softe n Sympathy Tot al Lo n elin e s s
Ma n age r
Nu r s e
under3y
3- 5y
o v e r5y
トv a山e
19 18.37 ±2.34
★★ 1 9.5 3 士2. 5
★
3 8.D O士S.46
★★ 3 9.8 4±6 .5 6
1 2 7 16.7 4 ±2.4 7
1 3 1 7.2 3 士 乙4 2
Z 2 1 7.2 7士 Z.12
1 1 1 1 6.8 6 土Z.5 9
0.340









1 0 1 7.3 3 ±2.6 0
2 7 1 7.8 5 土2.67
★
1 19 1 6.7 5 ±2.43
2 7 17.8 5±2.6 7
★
7 7 16.64 ±Z.6 1
1 8 1 6.3 9 ±2. 0
2 4 1 7.3 8 ±1.9 3




1 8.2 7士2 .l l
2 .8 8 4
18.1 3 士2.6 9
1 7.6 7 土1.8 7
1 8.6 3 ±1.8 4
1 8.0 0±Z.7 8
1 8.6 3 士1.84
★
1 8.1 7± 2.4 3
18.5 0±2 .3 1
1 7.0 8士3 .8 8
34.7 7 士3.8 8
3 4.8 5 士4.5 2
35.5 9士 3.7 0★
35.1 5 士3.9 8
0.164
3 5.2 4 士3.9 9
3 5.0 0 士3.6 7
3 6.5 6 士3.46
★
3 4.8 8 土4.0 2
3 6.5 6士3 .4 6
3 4.8 2土4 .3 3
3 4.8 9±3.6 9
3 5.0 8士3.3 1
3 9.1 3 ±7.9 5
4 0.6 2±8 .9 6
3 5.6 8±6.92
3 9.7 7 ±7.6 6
2.8 3 4
3 9.3 0 士7.8 3
3 7.67士7.37
37.48士 6.5 8
3 9.6 2±7.9 9
3 7.48士 6.5 8
3 9.9 1±7 .5 6
3 7.9 4±7 .0 1
3 9.9 6±9 .9 9
2.1 5 3 1.7 3 0 1.3 4 Z 0.8 8 4
Tota暮 1 4 6 1 6.9 5 士Z.5 0 1 8.1 2 ±2.6 4 3 5.1 9± 3.9 7 3 9.2 3土7.7 7





TabJe2 The a v e r age a ndsta nda rd de viatio n ofthe c o mpo n e ntsinthejobs atisfa ctio n s c ale
N= 1 46











nizXXoGa- Auton o my Task 'ntera ctio n















1 9 24.68士8.3 0
★★
12 7 18.91 士5.9 6
1 3 2 3.9 2土6.3 2★
2 2 1 8.9 5土5.64




2 7 2 2.5 6士7.67
★
1 19 19.0 0士6.1 5
ive 2 7 2 2.56土7.67
' '
7 7 18.0 9土5.80













































1 4.00士Z.3 8 Z6.15土6.16
13.77土3.49 2 6.3 6土5.5 6
1 4.16士3.8Z 26.O S±4 .4 1
0.1 0 8 0.04 2
1 4.10士3.6 7 2 6.05 士4.70
13.78土3.6 7 .Z6.8 9士5.67
1 4.8 5士3.4 0 2
13.92土3.6 9 2
34.1 1 士6.4 4★★ 9.9 3土Z.57 31 .70土9.36
★ ★
1 7.3 3土3.9 1
★ ★
1 4.8 5土3.40 2




9.7S士7.0 6 25.84 土5.31 15.0 9士3.0 9
9.50土1 .9 8 2 9.5 6士6.2 5
★
15.3 3士2.8 3
9.9 2土1 .9 8 28.5 4 士5.99 15.5 8士3.45
0.181 6.2 1 0★★ 3.157
★
13.70土3.5 5 2















Tota) 1 4 6 1 9.6 6士6.57 30.6 3士5.3 7 9.78土2.1 2 2 7.8 3土6.7 9 1 5.62土3.36 1 4.09土3.6 5 2 6.10土4.7 3
t-te st, o n efa cto r a n o v a ★ pく0.0 5,
★ ★
pく0.01
Table 3 Matrix ofco rrelation c oeffic entin relationt o
c o mpo nents ofthe opn e r s c a一e and lo n e=n e s s
ne s s Softe n Sympathy TotaJ
Lo n elト
ne s s
soften -0.2 9 4
★ ★
Sympathy -0 .4 4 5
' ' 0.3 5 7* *









比較 して (F - 3.157, p<0.05) , 1% 有意水準で
高か っ た (F -3.157- 6.210, p<0.05, 0.01) .
Table3 には孤独度と自己開示度との 相関 マ ト
リ ッ クス を示した. 孤独度と自己開示 の ｢ 共感｣
因子, ｢ なごませ｣ 因子とのあいだにそれぞれ1
% 有意水準でr ニ ー 0. 294, r ニ ー0.445 の負 の相関
があり, また孤独度と自己開示合計とのあいだに
は1% 有意水準でr ニ ー0.466 の負 の相関があ っ た .
Table4 には職階別にみた看護婦の自己開示度 ･
孤独度と職務満足度との偏相関関係 を示 した. 香
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護婦群 におい て , 自己開示の構成要素 ｢ なごませ｣
因子と職務満足度の構成要素 ｢看護婦間の相互作
用｣ との間には1% 有意水準で , r - 0.237の正の
相関があ っ た . また , 自己開示度の合計と ｢看護
業務｣ との間には1%有意水準でr ニ ー0.252 の負
の相聞が, また, ｢ 看護婦間の相互作用｣ との間
に は1% 有意水準でr - 0.307の正の相関があ っ た.
Table5には経験年数別 にみた看護婦の 自己開
示度 ･ 孤独度と職務満足度との関係を示 した . 経
験年数3年未満の群では, 職務 満足度 の構成要素
｢地位｣ と自己開示度合計との 間に は1% 有意水
準で , r - 0.728 の正 の相関が あ っ た. また, 経験
年数5年以上の群では ｢地位｣ と自己開示度合計
との間には1% 有意水準で , r - 0.322の正の相関
があ っ た . また , ｢ 看護婦間 の相互作用｣ と自己
開示度合計との問には r - 0.279の正の相関が あ っ
た . 経験年数3年未満と5 年以 上の群 におい て .
職務満足度の ｢看護婦間の相互作用｣ と孤独度と
Table4 The relation shjpsbetwe en n urses
'
opn e rand















































































































0.0 6 3 0.164 - 0.267
- 0.0 97 - 0.101 0.165
0.192 0.490★ - 0.4 1 2
0.1 13 0.2 1 4★ - 0.310★ ★
- 0.105 - 0.169 0.137
- 0.184★ - 0.201★ 0.043
0.12 0 0.182 - 0.034
- 0.0 8 5 - 0.0 68 - 0.094
0.0 64 - 0.13 6 - 0.02 3 - 0.1 70
0.101 - 0.0 67 0.049 - 0.104
0.370 0.2 4 1 - 0.08 6 - 0.02 1
0.160 0.13 5 - 0.252★★ 0.1 03
0.3 0 3 C.2 43 0.0 4 2 - 0.1 5 3
0.237★★ 0.100 0.3 07★★ - 0.45 丁★
partia一corr elatio n c o efficie nt ★ p<0.0 5,
' '
p<0.01
Table5 The re一atio n shipsbetween n u rs e s
'
opn e r a nd
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0.0 31 0.1 2 1
0.6 01★ 0.31 1
0.233 0.10 5
0.201★ 0.1 56
0.0 65 -0.35 7
0.104 -0.1 5 3
0.0 98 -0.1 3 1
0.67 4★ 一0.4 9 0
0.ZO 2 0.31 2
0.0 34 0.0 7 1
0.1 2 2 〃.4 15
0.0 6 3 0.0 37
0.163 -0.O13
0.4 28 -0 .467
0.0 8l -0.03 1
0.2 2 1★ -0.0 4 1
0.15 8 0. 01
0.1 70 0.09 8
0.0 8 6 0.107
0.72 8★★ - 0.651★
0.2 75 - 0.310
0.32 2★★ - 0.2 1 7★
0.2 0 6 0.0 3 1
0.0 5 1 0.05 3
0.20 6★ 0.04 2
0.1 1 6 - 0.2 5 1
0.1 15 - 0.288
0.0 9 9 - 0.03 0
0.5 21 0.421
0.019 0.0 92
0.15 8 - 0.2 15
★
0.0 2 3 - 0 .277
0.0 92 - 0 .0 62






























































問には , 1% 有意水準で , それぞれ , r ニ ー 0.757,
r ニ ー0.357の負の相関が あ っ た ,
Table6 には学歴別にみた看護婦の自己開示度 ･
孤独度と職務満足度との関係を示 した. 専修学校
群におい て , 職務満足度の構成要素 ｢地位｣ と自
己開示度の ｢な ごませ｣ 因子及び自己開示度合計
との間に 1%有意水準で それぞれ , r - 0.269, r -
0.359の正の相関があ っ た . また , ｢ 看護婦問の
相互作用｣ と自己開示の ｢なごませ｣ 因子及び合
計との間に1% 有意水準でそれぞれ. r - 0.288, r -
o.327の正の相関が あ っ た . 職務満足度と孤独度
との関係では ｢地位｣ ｢看護婦間の相互作用｣ と
の間には1% 有意水準でそれぞれr ニ ー 0.265, r ニ ー
0.419 の負の相関が あ っ た.
Table7 には婚姻別にみた看護婦の自己開示度 ･
孤独度と職務満足度との関係を示 した, 未婚群に
おい ては, 職務満足度の構成要素 ｢地位｣ と自己
開示度合計 , ｢ 看護婦間の相互作用｣ と自己開示
度合計の間に 1% 有意水準で , それぞれr - 0.517,
r - 0.512の正の相関があ っ た . 既婚群におい ては,
職務満足度の構成要素 ｢地位｣ と自己開示度合計
との間に 1% 有意水準で , r - 0.271の正の相関が
Table6 The relatio n shipsbetw e e n n u rs e s
'
opne rand Ionelin e ss,
a ndtheirjobs atisfa ctio nbys cho o一c a r e e r




ctio n Scho oJCareer n softe n Sympathy Tota[ n ess
Pay
Job Status
Do ctor-Nu r s e
r e一ationships
Orgarliz atio n al
｢equl｢ e m e ntS









Spe cial scho ol
Colte!Ie
Spe cial scho ol
College
Spe cia一 Scho o一
Co一lege























0.05 3 -0.06 3 0.04 1 0.1 14
-0.5 9 6 0.4 46 - 0.282 - 0.0 52
o.z6 9★★ 0.1 43 0.3 59★★ - 0.265
★ ★
- 0.364 0.5 83 0. 2 7 - 0.0 54
-0.0 51 -0.1 79★ - 0.191★ 0.07 4
-0.234 -0 .01 7 -0.ZO9 - 0.2 79
0.133 - 0.0 36 0.10 5 - 0.0 67
- 0.6 86★ 0.7 2 4★ - 0.1 5 4 - 0.0 07
0.164 - 0.07 7
- 0.3 2 0.163
- 0.1 73★ - 0.076
- 0,218 0.18 5
0.2 8 8★ ★ 0.06 3
0.0 8 5 0.Z49
0.101 - 0.10 6
0.19 3 - 0.0 88
0.2 1 4★ 0.0 97
0.0 90 - 0.10 6
0.3 27★★ - 0.4 19★ ★
0.19 8 - 0.26 3
Partialco rrelatio n c o effic e nt ' p<0.0 5,
' *
p<0.01
Tab一e7 The r e一atio n shipsbetw e e n n u ｢ e s e s
'
opn e r
a nd lo n e)in e s s
,
a ndthejobs atisfa ctio nby m a rriage
Nヨ1 46
e °e r Lo n elト
n Softe n Sympathy Total r us s
二二二___=_.._..._.__.._....._..~~~ ~二~.｢ I: :~~■｢二~二二 :
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看護婦の 自己開示度, 孤独感 の職務清足度 へ の影響
あ っ た. また ｢医師一着護婦関係｣ と自己開示度
合計との問にはr ニ ー 0.264 の負の相関が あ っ た .
さらに, ｢ 看護婦間の相互作用｣ と自己開示度の
｢ なごませ｣ 因子, 合計との間 に はそれぞれ 1%
有意水準でr - 0.254, 0.260の正の相関があ っ た .
孤独度との関係では, 既婚群にお い て , ｢ 地位｣
との間にr ニ ー 0.328の負の相関が, また, ｢ 看護




. 独立変数別にみた自己開示度 , 孤独度の平均
値の比較
自己開示度の得点 を職階別 に見ると, 婦長群の
自己開示度の ｢ なごませ｣ 因子および合計得点が
看護婦群 よりも高い 値を示 した . これは婦長群が
看護婦群よりも管理能力と対人関係能力があり11),
相手を打 ち解けさせて自己開示させやすく してい









職階別では. 婦長群の ｢給与｣ , ｢ 地位｣, ｢看




い ことか ら, 婦長の職務 に対する評価と しての
｢地位｣ や ｢給与｣に対して受容 し満足 して い る
ことが考えられる. 次に婚姻別に職務満足度との
関係をみ ると , 未婚群 の ｢地位｣ ｢ 看護 管理｣
｢自律度｣ の得点は既婚群 のそれ らよ りも有意に
高か っ た. これらの ことは, 未婚者は, 既婚者に
比べ て友達の付き合い を大事 にする
14) ことか ら,
イ ンフ ォ ー マ ル な集団のみな らずフ ォ ー マ ル な集
団に対 してもよ い対人関係をきづ こうとす る こと
が考えられる. こ のため に他者評価 と しての ｢地
位｣ や 管理的 な側面 を 受 け入れ る こ と がで き ,
｢ 地位｣ , ｢ 看護管理｣ の満足度が高くで た ものと
考える. 未婚者 の自律度が高くで たの は, 未婚者
は友達を大切にするという対人関係ス タイ ル を持
つ ことなどが自律性に影響を与えていると考 えら
れるが , 今後, 自律度に影響する因子を検討す る
必要性がある.
就業理由別 に職務満足 度との 関係 をみると ,
｢給与｣ ｢地位｣ ｢ 看護管理｣ ｢看護業務｣ に お
い て , 生きが い群が生計やその他の群 と比較して
有意に得点が高か っ た のは, 仕事 に生きがいを持
つ 者は仕事に対するやる気 ( 達成動機) が高く,
自分の仕事 に対 して 自己評価 でき , ｢給与｣ や
｢地位｣ に対して公正 に評価す る こ とがで きて い
るためと考える. 就労理由の生きがい群が他の群
よりも, ｢給与｣ ｢地位｣ ｢看護管理｣ ｢自律度｣
におい て, 満足度が高い のは , 生きが い群はやる








表 してい る. 孤独度の高い人間は人との関係が疎
遠になることや自分の気持ちが相手に通 じないな
どの社会的行動が報告7)され ている ことか ら, 孤
独感の強い 者は対人関係能力が低下して い ると考








があり, また, 自己開示度合計と ｢看護婦間の相
互作用｣ との間にも正の相関が あ っ た . 自己開示
度の高い老は, 相手をく つ ろ い だ気分 に したり ,
話をしやすいようにする対人技能がすぐれている
ために3) , ｢看護婦間の相互作用｣ の満足度が高
くなると推察できる. 自己開示度合計と ｢看護業
務｣ との間には負の相関が あ っ た とい う こ とは ,
自己開示できる人 は ど. ｢看護業務｣ の満足度が
低く なるという ことで あり, こ れはあまりに自己
開示が強す ぎると , Ve r offら17) のい う社会的不





い てみると, 看護婦群において, 孤独度と ｢地位｣,
孤独度と ｢看護婦間の相互作用｣ とのあいだには,
それぞれ負の相関が あ っ た. また , 職階別 にみた
孤独度の得点差はなか っ た . こ の ことは, 孤独度
が増すと ｢地位｣に対す る満足度が下がり. また ,
看護婦間の対人関係の満足度が低下するとい うこ
とで ある . これは, 孤独感の強 い者は, 人と交わ
る ことが億劫となり7)結果的に対人関係能力が低
下するた めと考える. また , 自分の仕事に対 して
公正 に評価することが 不可能と なり, ｢ 地位｣に
対する満足度が低下 しやすくなると考える.
5. 経験年数別 にみた自己開示度, 孤独度と職務
満足度との関係
経験年数3年未満群におい て は自己開示度合計
と ｢地位｣ との間には強い正の相関が あり, 経験
年数5年以上の群 におい ても, 自己開示度合計と
｢地位｣ との間には正の相関が あ っ た . また , 自
己開示度合計と ｢看護婦間の相互作用｣ との間に
は正の相関があ っ た. これは3年未満群の ｢看護
婦はようやく仕事 を覚えたとい う段階す なわち,




ると考 える. さ らに自己開示でき る者は, 対人関
係能力が高く, ｢地位｣ に対 する満足度が高く ､
でたものと考える. 経験年数5年以上の群におい
て . 自己開示度が高けれは高い程, 地位が高く な
る傾向があるということは, 自己開示のできる者
は対人関係能力が高く , 対人関係がよい とい うこ
とは他者か らの評価を受け入れる ことができ, そ
の シ ン ボルとして の ｢地位｣に対す る満足度が高
く出たもの と考える.
次 に孤独度と職務満足度との関係 につ い てみる
と, 経験年数3年未満群にお いて孤独度と ｢看護
婦間 の相互作用｣ との間には負の相関があり, 経
験年数 5年以上の看護婦群 におい て も孤独度と
｢看護婦間の相互作用｣ との間には負の相関があ っ
た . これ は, Table3 の孤独度と自己開示 の相関
マ トリ ッ クス に示す ように孤独度と自己開示の間
には負の相関があるとい うことか ら, 孤独度の強
い人は対人関係能力が乏 しいと考えられる. この
ことは経験年数に左右され る ことなく , 孤独度の
高い者は, 人と行動をとも にす る こ とが 少なく ,
相互交渉能力が低い ために, ｢ 看護婦間の相互作
用｣ の満足度が低く なる傾向にあ ると考える.
6 . 学歴別にみた自己開示度 , 孤独度と職務満足
度との関係
専修学校群 において , 自己開示 の ｢ なごませ｣
因子と ｢地位｣ とのあいだに正の 相関が. また ,
自己開示度合計と ｢地位｣ との間 にも正の相関が
あ っ た . これは, 専修学校群は短大卒業者 よりも
看護婦を 一 生の仕事と捉えてい る19) ために仕事に
対する意欲が高く対人関係を大切 に していること
が考えられる. ｢ なごませ｣ 因子の得点が高 い者
は , 相手をく つ ろい だ気分にさせ たり話をしやす
い ようにす る対人技能をも っ ており, こ の ことは
つ まり, 対人関係能力が あると い う ことで あり,
対人関係能力の あるものは, 他人 か らの自己に対
す る評価を受け入れることができるために地位に
応 じて満足度を持 っ ているものと考える. 自己開
示度合計と ｢ 看護婦間の相互作用｣ との間には正
の相関があ っ た. これは自己開示度 の高い者 は,
対人技能が高い ために , ｢看護婦間 の相互作用｣
の満足度が高くでた ものと考える. 学歴別に孤独
度と職務満足度との関係 につ い てみると, 専修学
校群におい て , 孤独度と ｢地位｣, 孤独度と ｢看
護婦間の相互作用｣ との あいだに はそれぞれ負の
相関があ っ た. これは孤独度の強 い人は, 対人技
能が著しく低下しており, そのために, ｢看護婦
間の相互作用｣ の満足度が低くなるものと考える.
短大卒の群に負の相関がで なか っ たの は, 学歴が
高い人 はc o nflictに対処 する ス キ ル をも つ ため
に20), 孤独に対する積極的効果的対処法を持 っ て
い ると推測できる.
7
. 婚姻別にみた 自己開示度 , 孤独度と職務満足
度との関係
未婚群におい ては , 自己開示度合計と ｢ 地位｣
との間には正の相関があ っ た . こ の ことは, 未婚
者は既婚者に比べ て , 家族以外の 人々 と コ ミ ュ ニ





, 自己開示度の高 い 者 は, 他人か らの
自己評価を受け入れる (受容)こ とができ, ｢ 地
位｣ に対する満足度が高くなるものと考える. 既
婚群において は. 自己開示度合計と ｢ 医師- 看護
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看護婦の自己開示度. 孤独感の職務満足度 へ の影響
婦関係｣ との間 には負の相関があ っ た . これは自
己開示度の高い 人は相手に話 しやすい ようにする
対人技能や相手の話を関心をも っ て聴くとい う対
人技能をもつ ので あるが, 一 般に, 自己開示を受
けた場合, それが自分に対する信頼感や好意を基
礎に したもの であると認知されるために, 相手に
対する好意も高まり, それに伴う自己開示を返報
する傾向が強まると考えられて いる22) . しか しな
がら, Co sby
23) の送り手 の好意度と返報傾向を同
時に測定 した研究で は両者がか ならず しも相関し
ない ことが明 らか にされ ており, 自己開示と ｢医
師 一 着護婦関係｣ との間の負の相関はこの事を示
してい ると考え られる. また , 自己開示度の高い
老は, 対人技能が高 い とはい え, 医師との関係で
は, 医師 は看護婦と のフ ォ ー マ ル な関係やチ ー ム
ワ ー ク に問題があるとい う調査報告があ る よう
に24) , こ の結果はこの ことか らきて いるものと考
える. 一 方, 自己開示度合計と ｢看護婦間の相互
作用｣ との間に は正の相関があ っ た ことは, 看護
婦間で 自己開示パ タ ー ンのよい 相互作用が行われ
るために満足度が高くなると考える. 次に婿姻別
につ い て , 孤独度と織務満足度との関係に つ い て
みると, 既婚群 におい て, 孤独度と ｢地位｣. 孤
独度と ｢看護婦間の相互作用｣ との間にそれぞれ
負の相関があ っ た. これは孤独度の強い人は自己
開示が低い という本調査の結果か らも, 孤独度の
強い人は対人技能が著しく低下 しており, 既婚群
は未婚群と比較すると, 家族以外の人々 との コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン は独身者よりも少 ない傾向に あ
る19)･ 21) , と言われ てお り, さ ら に , 未婚者 は婚
姻者と比較 して友人との つ きあい を大切にする傾





を調べ た結果 , 次の ような結論を得た . (1)孤独度
が高く なると, 自己開示度は低くなる. (2)自己開
示度は, 経験年数別, 学歴別 , 職階別 , 婚姻別に
よ っ て職務満足度に異なる影響 を与えて いる. 以










る共感性や交渉, 譲歩, 妥協 などの能 力があり ,
また, 対人関係を促進する方略には, 相手 に自己
の 内面を打ち明ける自己開示の適切 な行便や相手
に好意を示した り取り入 っ た りす る追従 ない し迎
合反応の適切な行便があるとい っ て い るように ,
職場の凝集性を高めるためには , 各個人が自己開
示度を自己評価して対人関係能力を高めてい く必
要が ある. 本研究で は, 自己開示の程度に よ っ て
は対人関係に悪影響を及ぼし, 結果的に職務満足
度の低下をまねき, 集団の凝集性 に大きな影響を
与えるこ とが示唆された. こ の ことか ら, 特に管
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看護婦の自己開示度, 孤独感の職務満足度 へ の影響
T he lnflu enc e of Nurs e s
' Opner and Lonline s s
o n Their Job Satisfa ction
EiichiUE NOl, yoko SYO JI
2
,
setsuko T S UKAHA R Al
,
sa chiko TAK AS HI MAl
a nd Shizuko TA K A M Al
lScho ol of Nu r s lng, Toya m a M edic al a nd P ha r m a c e utic al Univ e r sity
2Ishika w aPr efe ctu r alCe ntral Hospital
A bstr a ct
On e hu ndr ed a nd fo rty- six r egiste r ed n u r s e s working atpublic ho spitalsin Toya m a
prefe cture exa mined the relationships betw e e ntheirjob s atisfa ctio n a nd opn e r, a nd
lo nlin e s s. T he in str u m e nts u s ed w e re Nurs e s
'
Job Satisfa ctio n Sc ale, Opn e rSc ale
a nd Lo nlin e s sSc ale . The s c o r e s of m a n age r s gr o up o n s ofte nfa cto r of s ub- c onc epts
I
of opn e r w e r e s ignific a ntly highe rtha n tho s ein n u r se s
'
gro up, and the s c o r e s of
pay,job statu s, a nd o rga niz atio n al r eql r e m e ntSin m a n age r sgr o up w e r e slgnifc a ntly
I
Ihighe r tha n tho s e of n u r s e sgr o up. Nu r s e s
'
s c o r e of s ofte n fa cto r w a spo sitiv ely
c o r r elated with tho s e ofthe inte r a ctio n ofthe s ub- c o n c epts ofthejob s atisfa ctio n
s c ale. The s cLo r e s of s ofte nfa cio r inihe gro up of diplo m a s cho ol w a s slgnific a nily
c o r r elated with tho s e ofjob statu s. T he total s c ore s of opne rin gr o up u nde r3 ye a r s
o n n u r sl ng expe rie n c e sho w ed po sitively c o related with tho s e ofjob statlユS. T he
total s c ore s of n u r s e s
'
opn e rin u n m a r ried gr o up w a s slgnific a ntly c o r r elated with
tho s e ofjob statu s. On the othe r ba nd, the s c o re s of lo n elin e s sin m a r ried nu rs e s
sho w ed a n egativ e c o r r elatio n withtho se ofjob statu s. It w a s s ug ge stedthat n u r s e s
'
job s atisfa ctio n w a srelatedto their opn e r a nd lo n elin e s s.
Key w o rds
opn e r, lo n elin e s s,job s atisfa ction
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